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用目的は他者との交流，入浴や移動能力の維持，介護者の休養であり， 痴呆 や 問題行動 ， 移動能力の
維持・向上 ， 介護者の休養 等の要因が利用頻度に影響していた．また利用頻度が高い場合，身体的介護負
担も軽減される傾向にあった．このことから，介護者は 介護者自身の休養 とともに，デイケア利用者に対
する 身体・精神機能面 への充実したサービス提供を求めていることが示唆された．

















デイケア利用者 名，男性 名，女性 名，不明
名，平均年齢 歳およびその主介護者，男性





























要因との関連をみると， では 歩行 が自立
している者 回に対し，自立していない者 回
と自立している者の利用頻度が高くなっていた．ま
た 更衣 の自立者は 回，入浴 の自立者は
回と自立している者の利用頻度が高くなっていた
（表 ）．














問介護 ， 訪問看護 ， 訪問リハビリ を利用して
いない者において，その利用頻度が高くなっていた
（表 ）．
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表 利用頻度と各要因（ ）
















ある程度減少とした介護者 名（ ％）を 減
少群 とし，ほぼ不変または不変とした介護者 名
（ ％）を 不変群 に分けて比較検討した．そ















歩行 ， 更衣 ， 入浴 において自立している者
の利用頻度が高くなっていた．さらに他の居宅介護
サービスの利用についてみると， 訪問介護 ， 訪
問看護 ， 訪問リハビリ の利用によりデイケアの
利用頻度が低くなっていた．
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